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研究要旨：骨粗鬆症は要介護や骨折の重要な原因であるが、わが国における骨粗鬆症検診受診率

は依然として低い。そのため、簡便かつ効率的なスクリーニング手法の確立が求められている。本

研究では、地域住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability（ROAD）スタ

ディの 40～74 歳女性 1,060 名を対象として、Osteoporosis Self-Assessment Tool for Asians（OSTA）

および Fracture Risk Assessment Tool（FRAX）危険因子を用いた骨量減少スクリーニング法の有用

性を検討した。 
その結果、OSTA は FRAX-Major および FRAX-Hip より高い識別能を示した。さらに、OSTA 値≤−1
または FRAX 危険因子のいずれかを有する者を陽性とする基準が、感度 90.4％、特異度 47.2％と

最も良好なスクリーニング性能を示した。本手法は特別な機器や計算を必要とせず、住民健診や

自治体検診に容易に導入可能である。 
以上より、OSTA と FRAX 危険因子を組み合わせた簡便なスクリーニング法は、骨量減少者を効率

的に抽出する方法として有用であることが示された。本研究成果は、新しい骨粗鬆症検診・保健指

導マニュアルにおけるスクリーニング手法の科学的根拠となるものであり、今後の骨粗鬆症検診

の普及および骨折予防に寄与することが期待される。 
 

 
A．研究目的 
骨粗鬆症（OP）検診実施率は全国平均で 5.0％と

極めて低く、地域差も大きいことが報告されてい

る（骨粗鬆症財団ニュースリリース 2018.12.3、The 
Journal of Japan Osteoporosis Society 4, 513, 2018）。
さらに、OP 検診の手法、対象年齢、実施間隔は自

治体によって大きく異なり、その有効性について

も十分な検証が行われていない。 
本研究班は、過去 2 回の厚生労働科学研究班

（19FA1014、主任研究者 田中栄；22FA1009、主任

研究者 田中栄）において、骨粗鬆症検診のあり方

について検討を行い、既存骨折の有無、

Osteoporosis Self-Assessment Tool for Asians（OSTA）、

Fracture Risk Assessment Tool（FRAX）の 3 本立て

による新しい骨粗鬆症検診手法を提案してきた。 
新しい骨粗鬆症検診では、まず既存骨折の有無

を確認し、骨折歴を有する者を精密検査対象とす

る。次に、自治体等で実施されている骨量測定結

果を活用し、低骨量者を抽出する。さらに、これ

らに該当しない対象者については、OSTA および

FRAX 問診項目を用いて骨量減少リスクを評価す

ることとしている。 
本研究では、地域住民長期追跡コホート

Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against 
Disability（ROAD）スタディに蓄積されたデータ

を用いて、OSTA および FRAX 危険因子を組み合

わせた骨量減少スクリーニング法を開発し、その

有用性を検証することを目的とした。さらに、本

研究成果を新しい骨粗鬆症検診・保健指導マニュ

アルにおける科学的根拠として位置付け、骨粗鬆

症検診の普及と受診率向上に資することを目指

した。 
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B．研究方法 
地域在住中高年者を対象とした運動器疾患コホ

ート ROAD スタディにおいて、ベースライン調査

（2005～2007 年）に参加した 40～74 歳女性 811
名を対象とした。 
対象者について年齢および体重から OSTA値を算

出するとともに、Fracture Risk Assessment Tool
（FRAX）に含まれる危険因子の有無を調査した。

骨密度は Dual Energy X-ray Absorptiometry（DXA）

法により腰椎および大腿骨頚部で測定し、いずれ

かの部位で若年成人平均値（YAM）の 80％未満を

骨量減少と定義した。 
まず、OSTA 値≦−1 または既存骨折ありを陽性と

する基準を設定した。さらに、FRAX に含まれる

危険因子（既存骨折、両親の大腿骨近位部骨折、

喫煙、糖質コルチコイド使用、関節リウマチ、続

発性骨粗鬆症、過度の飲酒）の組み合わせを追加

した複数のスクリーニング基準を作成し、それぞ

れについて骨量減少に対する感度、特異度および

識別能を比較した。 
これらの結果に基づき、骨量減少者を効率的に抽

出できる最適なスクリーニング基準を検討した。 
 
C．結果 
対象者 811 名中、骨量減少者は 361 名（44.5％）

であった。 
OSTA、FRAX-Major および FRAX-Hip の骨量減少

に対する識別能を比較したところ、OSTA が最も

高い識別能を示した。OSTA 値≦−1 または既存骨

折ありを陽性とする基準では、骨量減少に対する

感度 85.2％、特異度 61.1％であった。 
さらに、FRAX に含まれる危険因子の組み合わせ

を用いて複数のスクリーニング基準を比較した

結果、OSTA 値≦−1 または FRAX 危険因子のいず

れか 1項目以上を有する者を陽性とする基準が最

も良好なスクリーニング性能を示した。この基準

では、骨量減少に対する感度 90.4％、特異度 47.2％
であり、高い感度を維持しながら骨量減少者を効

率的に抽出できることが示された。 
 
以上より、OSTA と FRAX 危険因子を組み合わせ

ることで、骨粗鬆症検診における一次スクリーニ

ングの精度向上が期待される結果となった。（本

研究成果は J Bone Miner Metab. 2026に掲載予定で

ある。） 
 
D．考察 
骨粗鬆症検診受診率は全国平均で 5％程度と低く、

DXA による骨密度測定を全対象者に実施するこ

とは現実的ではない。そのため、簡便な問診や既

存情報を活用して骨量減少リスクの高い対象者

を効率的に抽出し、精密検査へつなげる仕組みが

必要である。 
本研究では、OSTA と FRAX 危険因子を組み合わ

せることで、骨量減少者を高い感度で抽出できる

ことが示された。OSTA は年齢と体重のみから算

出可能であり、FRAX 危険因子も問診によって容

易に把握できることから、本手法は特別な設備や

専門的技術を必要とせず、自治体検診や住民健診

に導入しやすいという利点を有する。 
本研究成果は、厚生労働科学研究班が提案してい

る新しい骨粗鬆症検診・保健指導マニュアルにお

けるスクリーニング手法の科学的根拠となるも

のである。 
さらに、宮崎県延岡市で行政と医師会が一体とな

って取り組んでいる「のべおかほねぶとプロジェ

クト」においては、本研究成果を活用した骨粗鬆

症検診および保健指導が実施されており、研究成

果の社会実装が進められている。今後は、このよ

うな自治体モデル事業を通じて実施可能性や受

診勧奨効果を検証し、全国展開に向けた課題を整

理する必要がある。 
 
E．結論 
ROAD スタディのデータを用いて、OSTA および

FRAX 危険因子を組み合わせた骨量減少スクリー

ニング法を開発し、その有用性を検証した。その

結果、OSTA 値≦−1 または FRAX 危険因子のいず

れか 1 項目以上を有する者を陽性とする基準が、

骨量減少者を高い感度で抽出できることが示さ

れた。 
本手法は簡便で実施しやすく、新しい骨粗鬆症検

診・保健指導マニュアルにおけるスクリーニング
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手法の科学的根拠となることが期待される。また、

宮崎県延岡市で実施されている「のべおかほねぶ

とプロジェクト」において本手法を活用した骨粗

鬆症検診および保健指導が実施されており、研究

成果の社会実装が進められている。 
今後は自治体モデル事業を通じて実施可能性や

受診勧奨効果を検証し、骨粗鬆症検診の普及と骨

折予防に向けた全国展開につなげていく必要が

ある。 
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村典子、山田宏：10 年間で腰椎すべりはどれ

だけ進行するのか？－大規模一般住民コホ

ート追跡調査より―：第 98 回日本整形外科

学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国内、

口演 

10. 堀井千彬、飯高世子、種子島岳、岡敬之、大

島寧、吉村典子、田中栄：OSTA と FRAX 問

診項目を用いた骨量減少スクリーニングツ

ールの検討：第 98 回日本整形外科学会学術

総会、2025.5.22-25、東京都、国内、口演 

11. 中嶋香児、堀井千彬、飯高世子、中元秀樹、

加藤壯、谷口優樹、大島寧、田中栄、吉村典

子：脊椎椎体骨折と脳容積の関連 地域住民

コホート ROAD スタディ：第 98 回日本整形

外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国

内、口演 

12. 武田龍太郎、安藤実大、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：PC モニタ上の単純 X 線

を撮影することで外反母趾角を自動計測可

能な Android カメラアプリケーションの開

発：第 98 回日本整形外科学会学術総会、

2025.5.22-25、東京都、国内、口演 

13. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と多部位における運

動器疾患との関連性について The ROAD 

study：第 62 回リハビリテーション医学会、

2025.6.12-14、京都市、国内、口演 

14. 飯高世子、村木重行、中村耕三、阿久根徹、

田中栄、吉村典子：運動器疾患と大腿四頭筋

筋力の関連性－The ROAD Study－：第 36 回

日本運動器科学会、2025.7.19-20、松江市、口

演 

15. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：大腿四頭筋筋力と全身の

運動器疾患の関連解析 -The ROAD study-：第

43 回日本骨代謝学会学術集会、2026.7.24-26、

熊本市、国内、口演 

16. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中

栄：胸部 X 線画像による AI 骨密度解析 人

間ドックにおける骨粗鬆症リスク評価の新

手法：第 66 回日本人間ドック・予防医療学会

学術集会、2025.8.22-23、京都市、国内、口演 

17. 吉村典子、高橋知幸、川村隆浩、岡野佳代、

山田雅彦、藤本翔、種子島岳、飯高世子、田

中栄：新しい骨粗鬆症診断ツール Q-BONE シ

ステム 骨密度評価と骨折診断の一体化：第

27 回日本骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、

国内、口演 

18. 飯高世子、種子島岳、堀井千彬、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と骨・関節・筋疾患の

広範な関連性 The ROAD study：第 27 回日

本骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、国内、

口演 
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19. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、田

中栄、吉田宗人, 吉村典子, 山田宏：大規模コ

ホートによる腰椎すべりの発生率と腰痛・歩

行 速 度 ・ 筋 量 と の 関 係 Research on 

Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability 

study10 年追跡調査からの知見：第 27 回日本

骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、国内、

口演 

20. 福井大輔、吉村典子、下程俊弥、岩崎博、橋

爪洋、山田宏：内側半月板逸脱の動的評価に

おける膝関節エコーの利用 地域住民コホー

ト ROAD study：第 145 回中部日本整形外科

災害外科学会、2025.10.3-4、広島市、国内、

口演 

21. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、吉村典子、田中栄：整形外

科疾患における AI の活用-診断・治療の新時

代- 骨粗鬆症の早期介入を可能にする AI 技

術の臨床応用に向けて X 線画像のみから骨

密度を推定する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ム：第 40回日本整形外科学会基礎学術集会、

2025.10.16-17、青森市、国内、口演 

22. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋ダイナペニアと要介護発

生との関連-The ROAD study-：第 9 回日本リ

ハビリテーション医学会秋季学術集会、

2025.10.23-25、旭川市、国内、口演 

23. 飯高世子、村木重之、堀井千彬、種子島岳、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：骨・関節・筋疾患と包括的に関連する

大腿四頭筋筋力-The ROAD study-：第 12 回日

本サルコペニア・フレイル学会大会：

2025.11.1-2、熊本市、国内、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 小島伊知子、上原浩介、飯高世子、田中伸弥、

児玉理恵、田中栄、吉村典子：シンポジウム 8 

手外科の疫学研究：手指変形性関節症の疫学 

地域住民コホート ROADスタディより：第 68

回日本手外科学会学術集会、2025.4.11、横浜市、

国内、口演 

2. 茂呂徹、斎藤琢、岡敬之、田中建之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中栄：

理事会提案シンポジウム 6 進歩する医療 DX

の世界：X 線画像から大腿骨近位部・腰椎の

骨密度推定値を演算する AI 骨粗鬆症診断補

助システム―骨粗鬆症治療への早期介入をめ

ざして―：第 98 回日本整形外科学会学術総会、

2025.5.24、東京都、国内、口演 

3. 吉村典子、飯高世子、田中栄：理事長提案シン

ポジウム 7 メタボ＆ロコモを制圧する（日本

糖尿病学会合同）：疫学研究からみたメタボと

ロコモの相互関係－The ROAD study－：第 98

回日本整形外科学会学術総会、2025.5.25、東京

都、国内、口演 

4. 吉村典子：教育講演 4 運動器疾患の疫学アッ

プデート 地域住民コホート研究 ROAD より：

第 62 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2025.6.12、京都市、国内、口演 

5. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム 1 

2025 年の今だからこそ語ろうロコモ・フレイ

ル ロコモとフレイルの予後 要介護予防のた

めに：第 36 回日本運動器科学会、2025.7.19、

松江市、国内、口演 

6. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム２ 

活習慣病とロコモティブシンドローム：生活

習慣病とロコモの相互関係：第 36 回日本運動

器科学会、2025.7.19、松江市、国内、口演 

7. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム 14

日本骨粗鬆症学会・日本骨代謝学会合同シン
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ポジウム 骨代謝と廊下の接点を探る：地域住

民コホートからみた運動器老化とその要因：

ROAD スタディより、第 43 回日本骨代謝学会

学術集会、2026.7.26、熊本市、国内、口演 

8. 吉村典子、中嶋香児、堀井千彬 、飯高世子、

大島寧、田中栄：シンポジウム 15 オステオ

ネットワーク研究の最前線：脊椎椎体骨折と

脳容積の関連：地域住民コホート ROAD スタ

ディからみたオステオネットワーク：第 43 回

日本骨代謝学会学術集会、2026.7.26、熊本市、

国内、口演 

9. 吉村典子：骨粗鬆症・変形性関節症・サルコペ

ニア・フレイル・ロコモの疫学から読み解く

運動器疾患と要介護予防の関連：長期住民コ

ホート ROAD スタディより：第 29 回青森県

骨粗鬆症研究会、2025.9.5、青森市、国内、口

演 

10. 吉村典子：ランチョンセミナー3  ESCEO-IOF-

IFCC 骨代謝合同委員会による骨代謝マーカ

ーに関する最新の提言：第 27 回日本骨粗鬆症

学会、2025.9.12、幕張市、国内、口演 

11. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中栄：

シンポジウム 4 骨粗鬆症診療における

Artificial Intelligence（AI）update 骨粗鬆症へ

の早期介入による脆弱性骨折の予防を目指し

て－X線画像のみから骨密度を推定するAI骨

粗鬆症診断補助システム：第 27 回日本骨粗鬆

症学会、2025.9.12、幕張市、国内、口演 

12. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シン

ポジウム 15 厚生労働科学研究田中栄班・骨

粗鬆症検診委員会合同企画：新しい骨粗鬆症

検診とさらなる改善の方向：骨粗鬆症検診の

改善の現状と今後の課題：第 27 回日本骨粗鬆

症学会、2025.9.14、幕張市、国内  

13. 種子島岳、飯高世子、吉村典子、田中栄：シン

ポジウム 16 若手研究者育成員会企画：あな

たもできる！臨床で浮かんだ疑問の解決法：

変形性膝関節症の有病率の 10 年トレンド 大

規模住民コホート ROAD study2005-2015：第

27 回日本骨粗鬆症学会、2025.9.14、幕張市、

国内、口演 

14. 吉村典子：シンポジウム 66 多角的アプロー

チで臨むフレイル予防：フレイルとロコモの

実態と予後：地域住民コホート ROAD スタデ

ィより：第 84 回日本公衆衛生学会総会、

2025.10.31、静岡市、国内、口演 

15. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シン

ポジウム 23 日本骨粗鬆症学会合同シンポジ

ウム 骨粗鬆症を多面的に予防する：骨粗鬆症

を多面的に予防する～骨粗鬆症検診～：第 36

回日本臨床スポーツ医学会学術集会、

2025.11.3、幕張市、国内、口演 

 
G．知的所有権の取得状況 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 なし 
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